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日
本
の
命
運
を
左
右
す
る
参
議
院
選
挙

に
向
け
共
同
体
制
を
進
め
る
立
憲
野
党
か

ら
、
立
憲
民
主
党
・
国
民
民
主
党
・
共
産
党
・

社
民
党
の
各
党
幹
部
や
所
属
議
員
か
ら
決

意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

立
憲
野
党
は
参
議
院
選
挙
の
共
通
政
策

に
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
、
普
天
間
撤
去
を

掲
げ
ま
し
た
。 

 

力
を
合
わ
せ
て
「
諦
め
ず
」
「
屈
せ
ず
」

沖
縄
県
民
と
連
帯
し
、9

条
改
憲
と
辺
野
古

基
地
建
設
反
対
、
普
天
間
基
地
撤
去
目
指
し

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。(

貫
井
北
町
／
吉
武) 

 

                                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈連絡先〉 

090-1548-6014 (陣内) 

090-3813-7739 (内田) 
heiwa.koganei@gmail.com 
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【
こ
が
ね
い
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５
】 

２
０
１
４
年
11
月
の
「
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」
や
、
２
０
１
５

年
３
月
の
「
小
金
井
平
和
の
日
・
市
民
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し

た
市
民
た
ち
が
、
安
保
法
制
に
反
対
す
る
た
め
に
始
め
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
。
駅
頭
宣
伝
活
動
や
憲
法
９
条
改
定
反
対
の
署
名
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
安
倍
政
権
の
「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
」

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
い
の
ち
と
平
和
を
守
る
た
め
に
連
続
し
た

多
彩
な
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

元
自
衛
官
井
筒
高
雄
さ
ん
か
ら
は
、
米
海

兵
隊
の
知
ら
れ
ざ
る
事
実
に
基
づ
く
「
辺
野

古
新
基
地
は
必
要
か
？
」
の
問
題
提
起
が
あ

り
ま
し
た
。 

沖
縄
か
ら
駆
け
つ
け
た
親
川
志
奈
子
さ
ん

は
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
経
験
を
通
し
た
固
有

言
語
と
民
族
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
考
察

が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

圧
巻
は
、
針
谷
幸
子
さ
ん
に
よ
る
小
平
市

で
の
地
域
と
暮
ら
し
に
根
差
し
た
請
願
活
動

報
告
。
自
分
事
と
し
て
辺
野
古
新
基
地
問
題

を
考
え
続
け
る
市
民
の
動
き
は
確
か
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

(

前
原
町
／
安
藤) 

■
５
月
25
日
宮
地
楽
器
小
ホ
ー
ル
で
開
催
。

■
共
催 

O
kina

wa-k
ogan

ei

・
辺
野
古
問
題

を
考
え
る
小
平
市
民
の
会 

市
民
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
が
市
に
申
し
入
れ 

み
な
さ
ん 

一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す 

 

 
「沖縄の民意」と私たち 
辺野古NOを小金井から発信し続けよう 

埋め立て開始にストップを 1
9
52

年
４
月
28
日
発
効
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

で
、
沖
縄
は
正
式
に
米
国
の
施

政
権
下
に
置
か
れ
、
沖
縄
で
は

こ
の
日
を
「
屈
辱
の
日
」
と
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
憲
法
も
適

用
さ
れ
ず
米
軍
人
の
高
等
弁
務

官
を
頂
点
と
し
て
軍
事
的
必
要

性
を
最
優
先
に
行
政
、
立
法
、

司
法
上
の
権
利
を
行
使
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

沖
縄
県
民
は
「
即
時
・
無
条

件
・
全
面
返
還
」
を
掲
げ
て
、

復
帰
運
動
を
繰
り
広
げ
、
今
年

は
72
年
５
月
15
日
の
本
土
復

帰
か
ら
47
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

し
か
し
、
沖
縄
の
人
権
や
自

治
は
「
憲
法
の
上
に
あ
る
」「
日

米
地
位
協
定
」
で
無
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
沖
縄
県
民
は
安
倍
政

権
が
強
行
す
る
辺
野
古
基
地
建

設
に
反
対
の
「
民
意
」
を
示
し

て
き
ま
し
た
。 

 

本
土
復
帰
か
ら
47
年 

で
も
・・・ 

沖
縄
の
「
民
意
」
を
本
土
の
「
民

意
」
に
す
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
を

本
土
側
の
人
間
と
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
本
町
／
小
林
） 

 

↓
埋
め
立
て
工
事
が
強
行
さ
れ
て
い

る
名
護
市 

辺
野
古
崎
周
辺 

(2019

年
５
月
沖
縄
タ
イ
ム
ス
よ
り) 

「辺
野
古
県
民
投
票
を
受
け
て
問
い
直
す 

 

日
本
の
民
主
主
義
と
安
全
保
障
」参
加
報
告 

 

５
月
25
日(

土)

圧
倒
的
な
沖
縄

県
民
の
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
の

県
民
投
票
結
果
を
受
け
、
初
の
全
国

規
模
の
辺
野
古
基
地
建
設
反
対
行

動(

32
都
府
県
15
万
人)

が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

国
会
包
囲
に
は
正
門
前
、
国
会
図

書
館
前
、
議
員
会
館
前
な
ど
に

5
0
00

名
以
上
が
集
ま
り
、
土
砂
投

入
強
行
へ
の
抗
議
、
沖
縄
連
帯
の
声

を
あ
げ
ま
し
た
。
小
金
井
か
ら
は
９

条
の
会
な
ど
５
名
以
上
が
参
加
し

ま
し
た
。 

主
催
者
を
代
表
し
て
国
会
包
囲

実
行
委
員
会 

野
平
さ
ん
は
「
沖
縄

の
民
意
を
尊
重
で
き
な
い
な
ら
日

本
に
民
主
主
義
は
な
い
。
米
軍
基
地

問
題
を
解
決
し
、
日
本
に
平
和
と
民

主
主
義
の
実
現
を
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
、
ヘ

リ
基
地
建
設
反
対
協
議
会
代
表
安

次
富
さ
ん
な
ど
が
発
言
し
ま
し
た
。 

「示
そ
う
辺
野
古
NO
！
の

民
意
を
」 

国
会
前
集
会 



◆賛同団体イベントのお知らせ◆ 
 

■核兵器なくそう！国民平和大行進 
 
日時：７/22(月)15 時 20 分 本多公民館集合 

   →16 時 30 分頃 小金井市役所 

   →17 時 30 分頃 小金井公園西門解散 

 

すべての市区町村をまわる平和行進が小金井にやっ

てきます。市役所では西岡市長から激励を受ける予

定です。いっしょに歩きましょう！ 

問合せ：原水爆禁止小金井協議会 

042-381-6260(小金井民主商工会・小林) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもフェスタに機関砲軍用車 〈続報〉 

市民有志が主催者と小金井市に抗議 

リ
レ
ー
コ
ラ
ム 

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
！
市
民
の
声 

    

小
金
井
公
園
で
４
月
に
開
催
さ
れ
た

「
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
の
会
場
で
機
関
砲

搭
載
の
軍
用
車
が
展
示
さ
れ
て
い
た
の

を
見
た
人
た
ち
か
ら
、
驚
き
と
疑
問
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

主
催
者
（
商
工
会
）
や
後
援
者
（
小
金

井
市
）
の
真
意
を
糾
す
た
め
に
、
女
性
の

有
志
５
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に
出
か

け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
大
勢
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
に
武
器

を
持
ち
込
み
展
示
す
る
の
は
許
さ
れ
な

い
行
為
で
あ
り
来
年
は
止
め
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

市
の
窓
口
の
児
童
青
少
年
課
は
、
『
後

援
依
頼
の
資
料
に
、
自
衛
隊
出
展
の
記
載

は
あ
っ
た
が
、
何
を
す
る
か
は
書
か
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
計
画
を
知
ら
な
か
っ

た
。
「
来
年
は
展
示
し
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
催
者

に
伝
え
ま
す
。
』
と
の
こ
と
で
し
た
。 

商
工
会
の
方
は
『
自
衛
隊
か
ら
偵
察
車

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
空
い
た
の
で
展
示

し
た
い
と
口
頭
で
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
武

器
搭
載
の
軍
用
車
と
い
う
認
識
が
な
か

っ
た
。
』
と
の
こ
と
で
し
た
。 

自
衛
隊
の
宣
伝
活
動
に
、
安
易
に
行
政

ま
で
も
が
乗
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
危

う
さ
を
感
じ
ま
す
。
今
後
は
慎
重
に
対
応

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
来
年
の
「
子
ど

も
フ
ェ
ス
タ
」
に
注
目
で
す
！ 

（
緑
町
／
中
嶋
） 

私
は
１
９
４
９
年
生
ま
れ
、
戦
争
は
体
験
し
て
い
な

い
。
父
は
戦
争
に
つ
い
て
殆
ど
語
ら
ず
、
母
は
戦
争
前

後
の
食
糧
難
を
ポ
ツ
ポ
ツ
話
し
て
く
れ
た
だ
け
で
逝
っ

た
。 

 

そ
ん
な
私
と
平
和
を
繋
い
だ
の
が
、
幼
少
期
に
見
た

傷
痍
軍
人
の
姿
だ
。
白
い
服
に
カ
ー
キ
色
の
帽
子
、
手

足
を
失
っ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
人
が
道
端
に
座
り
、

時
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
い
て
い
た
。
そ
の
光
景
は

子
ど
も
心
に
強
烈
に
焼
き
つ
い
た
。 

そ
の
後
出
会
っ
た
原
爆
詩
…
。
戦
争
は
破
壊
し
か
生

ま
な
い
。
だ
か
ら
戦
争
に
つ
な
が
る
も
の
は
戦
車

1

台

で
も
見
逃
し
た
く
な
い
の
だ
。 

 
 
  
  
  
  
  
  

  
  

  
  
 

（
貫
井
北
町
／
大
竹
） 

フォトニュース 2019.06.08＠表参道・原宿 

「若者憲法集会＆デモ」に 1500 人 

小金井からも学芸大の学生や20～40代が参加。 

沿道の若者や観光客も音楽とコールに「いいね！」 

主
催
者
「
武
器
搭
載
車
と
の
認

識
な
か
っ
た
」 


